
は
じ
め
に

中
京
大
学
文
学
部
に
は
、
名
古
屋
東
照
宮
の
祭
礼
行
列
を
描
い
た
絵
画
資
料
が
三
点
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
三
巻
本
、
山

車
の
刷
り
物
と
練
り
物

(

趣
向
を
凝
ら
し
た
仮
装
行
列
の
一
種
。
警
固
と
も
い
う)

を
描
い
た
行
列
図
二
種
類
を
一
つ
の
巻
子
装
に

仕
立
て
た
も
の
、
冊
子
本
、
と
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
し
て
い
る
。
二
〇
二
三
年
八
月
に
名
古
屋
民
俗
研
究
会
の
要
望
で
東
照
宮
祭
礼

図
の
資
料
見
学
会
を
開
催
し
、
そ
の
際
、
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
よ
り
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て
指
摘
や
解
説
を
賜
っ
た
。
今
回
は

そ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
本
大
学
文
学
部
が
所
蔵
す
る
三
つ
の
名
古
屋
東
照
宮
祭
礼
図
の
資
料
紹
介
を
行
う
こ
と
に
す
る
。
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一

名
古
屋
東
照
宮
祭
と
は

名
古
屋
東
照
宮
は
、
江
戸
幕
府
を
開
い
た
徳
川
家
康
の
九
男
に
な
る
尾
張
徳
川
家
初
代
藩
主
徳
川
義
直(

一
六
〇
〇
〜
一
六
五
〇)

が
、
父
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
勧
請
し
た
社
で
あ
る
。
元
和
五
年(

一
六
一
九)

九
月
に
名
古
屋
城
三
之
丸
の
北
西
に
家
康
を
祀
る
東
照
宮
社
殿
が
落
成
し
た

(

図
１)

。
明
治
八
年

(

一
八
七
五)

、
名
古
屋
鎭
台
が
城
内
に
置
か
れ
る
こ
と

と
な
り
、
郭
外
に
あ
っ
た
旧
藩
校
の
明
倫
堂
跡
で
あ
る
現
在
地
に
遷
座
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
年

(

一
九
四
五)

、
太
平
洋
戦
争
の
名
古
屋
空
襲
に
よ
り
本
殿
を
含

む
主
要
な
建
造
物
は
焼
失
し
た
。
そ
の
の
ち
、
建
中
寺
よ
り
義
直
の
正
室
春
姫

(

高
原
院)

の
御
霊
屋
を
本
殿
と
し
て
移
築
し
、
再
興
さ
れ
た
。(『

新
修
名
古

屋
市
史

資
料
編

民
俗』)

名
古
屋
東
照
宮
祭
礼
は
、
家
康
の
三
回
忌
に
あ
た
る
元
和
四
年
に
始
ま
っ
た

と
伝
え
ら
れ
る
。
旧
暦
四
月
十
六
日
・
十
七
日
を
例
祭
日
と
し
て
江
戸
時
代
を

通
し
て
中
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
続
け
た
。
祭
礼
行
列
は
、
東
照
宮
、
山

王
権
現
、
日
光
権
現
の
三
神
の
神
霊
を
遷
し
た
神
輿
三
基
の
ほ
か
に
、
当
初
は

名
古
屋
城
下
の
数
町
か
ら
練
り
物
の
み
が
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
各

町
か
ら
の
山
車
や
練
り
物
が
増
え
て
い
っ
た
。
宝
永
四
年

(

一
七
〇
七)

ま
で
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図 1 御郭内之図 (部分､ 本学文学部蔵)



に
は
山
車
九
輌
が
登
場
し
た
。
行
列
に
参
加
す
る
人
数
は
、
多
い
と
き
は
六
〇
〇
〇
人
を
超
え
た
と
い
わ
れ
る
。
明
治
維
新
に
な
っ

て
祭
礼
行
列
は
一
時
期
中
断
さ
れ
る
が
、
明
治
十
四
年
に
再
興
さ
れ
、
新
し
い
練
り
物
で
の
行
列
が
始
め
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
年
の

戦
災
に
よ
り
、
山
車
九
輌
す
べ
て
が
焼
失
し
た
。(『

前
同
書』

、
吉
川
二
〇
一
六)

行
列
を
描
い
た
絵
画
資
料
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。『

張
州
雑
志』

、『

尾
張
名
所
図
会』

、
森
高
雅
筆
の

｢

名
古
屋
東
照
宮
祭
礼
図

巻｣

、｢

名
古
屋
東
照
宮
祭
礼
図
屏
風｣

(

と
も
に
徳
川
美
術
館
蔵)

、｢

名
古
屋
東
照
宮
祭
礼
図
巻｣

、｢

卯
月
御
神
事
図
絵
巻｣

(

と
も

に
名
古
屋
市
博
物
館
蔵)

、｢

名
古
屋
東
照
宮
山
車
刷
物
図
巻｣

(

個
人
蔵)

な
ど
が
あ
る
。
祭
礼
の
記
録
類
で
は
、『

御
祭
礼
旧
記』

『

東
照
宮
御
神
事
記』
、『
御
祭
礼
全
書』

、
伊
勢
門
水
著

『

名
古
屋
祭』

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

二

名
古
屋
東
照
宮
祭
礼
図

(

三
巻
本)

｢

名
古
屋
東
照
宮
祭
礼
図｣
(

以
下
、
祭
礼
図
と
省
略
す
る)

は
紙
本
着
色
で
、
上
・
中
・
下
の
三
巻
の
巻
子
装
か
ら
な
り
、
桐
の

箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
虫
損
も
無
く
、
資
料
の
状
態
は
非
常
に
良
い
。
上
巻
は
三
〇
・
八
㎝
×
八
九
五
・
八
㎝
。
題
箋
は
無
し
。

祭
礼
行
列
の
先
頭
の
武
士
か
ら
始
ま
り
、
榊
、
獅
子
頭
、
九
輌
の
山
車
、
茶
屋
家
の

｢

母
衣
武
者｣

ま
で
が
描
か
れ
る
。
中
巻
は

三
〇
・
八
㎝
×
一
〇
三
四
・
八
㎝
。
題
箋
は
無
し
。
伏
見
町
・
淀
町
の

｢

中
巻｣

か
ら
益
屋
町
の

｢

小
聖｣

ま
で
、
二
一
の
練
り
物

(

警
固)

が
描
か
れ
る
。
こ
の
巻
が
一
番
長
い
。
下
巻
は
三
〇
・
八
㎝
×
九
三
九
・
九
㎝
。
題
箋
は
無
し
。
瀬
戸
物
町
の

｢

汐
汲｣

か
ら
旗
指
具
足
着
ま
で
、
三
の
練
り
物
が
描
か
れ
る
。
続
い
て
、
東
照
宮
神
主
、
神
馬
、
神
輿
、
別
当
尊
寿
院
が
進
み
、
町
奉
行
同

心
で
行
列
は
終
わ
る
。
描
か
れ
て
い
る
人
数
は
、
上
巻
は
二
六
三
人
、
中
巻
は
三
八
二
人
、
下
巻
は
三
一
六
人
で
、
合
計
九
六
一
人

で
あ
る
。
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図
２
‐
１
か
ら
図
２
‐
65
で
わ
か
る
よ
う
に
、
本
資
料
は
左
か
ら
始
ま
る
た
め
、
行
列
も
左
か
ら
右
へ
展
開
す
る
。
こ
の
祭
礼
図

に
は
、
い
つ
、
だ
れ
が
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
奥
書
は
な
い
。
ま
た
行
列
描
写
の
な
か
に
は
、
そ
の
人
物
が
何
の
役
を
果

た
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
練
り
物
を
担
当
す
る
町
は
ど
こ
か
を
示
す
よ
う
な
墨
書
や
貼
り
紙
は
な
く
、
ま
た
町
の
先
頭
を
歩
く
印
持

の
旗
や
印
に
も
町
名
に
記
載
は
な
い
。
図
２
‐
23
の
茶
屋
家
の

｢

母
衣
武
者｣

で
、
二
人
の
母
衣
衆
が
背
負
う
母
衣
に

｢

茶
屋｣

と

記
し
た
額
を
つ
け
て
い
る
の
が
、
唯
一
、
担
当
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
。
意
図
的
に
記
述
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
本
祭
礼
図
の
場
面
の
分
析
は
、
描
写
内
容
の
年
代
が
近
い
と
考
え
ら
れ
る
、『

東
照
宮
御
神
事
記』

の
享
保
十
八
年

(

一
七
三

三)

の
記
述
と

『

張
州
雑
志』

を
も
と
に
、
山
車
の
特
徴
や
行
列
参
加
者
の
衣
装
や
持
ち
物
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
推
測
し
た
。

祭
礼
図
に
描
か
れ
る
人
物
は
行
列
に
参
加
す
る
人
の
み
が
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
諸
絵
画
資
料
に
は
、
各
町
の
先
頭

を
歩
く
町
代
や
、
練
り
物
に
付
随
す
る
羽
織
着
、
杖
突
な
ど
が
み
え
る
が
、
本
資
料
で
は
そ
れ
が
あ
る
程
度
厳
選
さ
れ
て
描
か
れ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た

｢

名
古
屋
東
照
宮
祭
礼
図
巻｣

や

『

張
州
雑
志』

の
よ
う
な
、
名
古
屋
城
下
の
街
並
み
な
ど
の
背
景

や
見
物
客
な
ど
も
み
ら
れ
な
い
。

行
列
の
う
ち
、
町
が
担
当
す
る
部
分
の
登
場
順
も
ほ
か
の
絵
画
資
料
と
全
く
異
な
る
。『

東
照
宮
御
神
事
記』

の

｢

御
祭
礼
旧
記｣

に
は
、｢

翌

(

慶
安)

三
庚
寅
年
よ
り
車
警
固
共
相
増
規
式
定
凡
左
之
通｣

と
あ
る
。『

御
祭
礼
全
書』

の
頭
注
に
は

｢

異
説
曰
承
応

二
年
以
来｣

と
あ
る
が
、
慶
安
・
承
応
年
間

(

一
六
四
八
〜
五
五)

に
は
行
列
の
順
序
や
い
ろ
い
ろ
な
規
式
が
定
め
ら
れ
て
い
る

(

田
中
一
九
六
三)

。
し
た
が
っ
て
、
諸
記
録
や
絵
画
資
料
も
こ
の
規
式
に
の
っ
と
り
、
山
車
や
練
り
物
は
す
べ
て
同
じ
順
番
で
描
か

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
資
料
の
山
車
は
、
橋
弁
慶
車
①
↓
石
橋
車
⑧
↓
小
鍛
冶
車
⑦
↓
竹
生
島
車
⑥
↓
湯
取
神
子
車
⑤
↓
道
成
寺

車
④
↓
雷
神
車
③
↓
梵
天
車
②
↓
猩
々
車
⑨

(

丸
番
号
は
規
式
に
よ
る
順)
の
順
で
描
か
れ
て
い
る
。
練
り
物
も
大
半
は
規
式
順
で

は
な
い
が
、
大
和
町
・
茶
屋
町
や
、
上
七
間
町
か
ら
旗
指
ま
で
な
ど
、
部
分
的
に
定
め
に
沿
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
こ
れ
は
意
図
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図 2-1 【上巻】先払の町方足軽､ �棒挟股持､ 長柄鎗持

図 2-2 町奉行足軽､ 町奉行下役



194

図 2-3 馬上の町奉行

図 2-4 馬上の町奉行
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図 2-5

図 2-6 押之者､ 五十人御目付､ 町方足軽､ 榊､ 宰領
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図 2-7 獅子頭､ 宰領

図 2-8 下七間町の橋弁慶車 (曳手・梶取 10 人)



197

図 2-9 中市場町の石橋車 (曳手・梶取 11 人)

図 2-10 京町の小鍛冶車 (曳手・梶取 10 人)



198

図 2-11 宮町の竹生島車 (曳手・梶取 13 人)

図 2-12 宮町の唐子遊車



199

図 2-13 桑名町の湯取神子車 (曳手・梶取 10 人)

図 2-14 上長者町の道成寺車 (曳手・梶取 11 人)
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図 2-15 上長者町の二福神車

図 2-16 和泉町の小童 (小童 7人､ 花釣 3人)



201

図 2-17 上畠町の雷神車 (曳手・梶取 10 人)

図 2-18 伝馬町・駿河町の小童 (中間 3人､ 小童 7人､ 花釣 3人)



202

図 2-19 伝馬町の梵天車 (曳手・梶取 10 人)

図 2-20 伝馬町の林和靖車



203

図 2-21 本町の猩々車 (曳手・梶取 11 人)

図 2-22 茶屋家の羽織着､ 茶屋家来､ 手代
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図 2-23 茶屋家の母衣武者

図 2-24 【中巻】名古屋惣町代､ 伏見町・淀町の中巻 (中巻 8人)



205

図 2-25 長嶋町の大江山武者 (印持 1人､ 武者 5人､ 笈釣 4人､ 杖突 4人)

図 2-26 桶屋町の茸狩 (茸狩 12 人､ 宰領 1人､ 床几持 6人)



206

図 2-27 小牧町の矢籠持 (印持 1人､ 弓持 14 人､ 床几持 2人)

図 2-28 大和町の唐人 (印持 1人､ 唐人 10 人､ 大将 1人､ 日傘 1人､ 曲録 1人)
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図 2-29 茶屋町の唐人
(印持 1人､ 唐人 10 人､ 床几持 2人､ 大将 1人､ 日傘 1人､ 曲録 1人)

図 2-30 杖持 (6 人)､ 上御園町・中御園町の刀差 (刀差 10 人､ 宰領 1人､ 床几持 4人)



208

図 2-31 小桜町の雑色 (雑色 10 人､ 長柄鎗持 2人)

図 2-32 福井町・冨田町の小母衣 (小母衣 5人､ 宰領 4人､ 床几持 5人)



209

図 2-33 石町の鉄炮持
(鹿 2疋､ 犬 2疋､ 狩場勢子 2人､ 作り物猪 1疋､ 鉄炮持 6人､ 床几持 4人)

図 2-34 石町の鹿狩 (狩場勢子 6 人､ 兎 2 疋､ 鉄炮持 4 人､ 突き網 2 人､ 床几持 4 人)
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図 2-35 吉田町の川狩 (網持 1人､ 魚荷い 1人､ 川狩小童 9人､ 床几持 3人)

図 2-36 小市場町の川狩 (印指魚持 1人､ 川狩 10 人､ 床几持 2人)
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図 2-37 嶋田町の鉢叩 (印持 1人､ 鉢叩 10 人､ 空也上人 (作物車付)､ 床几持 8人)

図 2-38 伊勢町の参宮 (印幣 1人､ 参宮 10 人､ 床几持 8人)
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図 2-39 呉服町の普化僧 (普化僧 16 人､ 床几持 8人)

図 2-40 諸町の鷹匠 (印持 1人､ 鳥釣 4人､ 餌着 2人､ 鷹匠 6人､ 床几持 4人)
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図 2-41 練屋町の熊野比丘尼 (比丘尼頭 1人､ 日傘 1 人､ 小比丘尼 11 人､ 床几持 9人)

図 2-42 上七間町の小鳥落 (大将 1人､ 日傘 1人､ 小鳥落 8人､ 床几持 9人)



214

図 2-43 上畠町・五条町の順礼 (宰領 1人､ 順礼 10 人､ 床几持 8人)

図 2-44 関鍛冶町の山伏
(印錫杖持 1人､ 山伏頭 1人､ 日傘 1人､ 山伏 8人､ 宰領 1人､ 床几持 9人)
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図 2-45 益屋町の小聖 (小聖 10 人､ 宰領 1人)

図 2-46 【下巻】大津町の汐汲 (印持 1人､ 宰領 1人､ 汐汲 8人､ 床几持 6人)
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図 2-47 両替町の大聖 (宰領 1人､ 大聖 10 人､ 床几持 8人)

図 2-48 旗指 (旗指具足 6人､ 床几持 1人)
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図 2-49 上下着

図 2-50 東照宮神主､ 白張姿の傘持



218

図 2-51 神馬､ 御弓持､ 長刀持

図 2-52 白張姿の鉾持､ 鳥甲の鉾持



219

図 2-53 楽人

図 2-54 同朋､ 町代､ 素襖着



220

図 2-55 太刀持､ 鷹居､ 町奉行同心､ 足軽､ 御旗､ 祠官､ 御幣

図 2-56 東照宮神輿､ 町代上下着､ 素襖着



221

図 2-57 太刀持､ 町奉行下役､ 御旗､ 祠官､ 御幣､ 山王神輿

図 2-58 町々町代､ 素襖着､ 太刀持､ 町奉行下役､ 御旗､ 祠官､ 御幣
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図 2-59 日光神輿､ 小結､ 小童子､ 尊寿院先供

図 2-60 布衣､ 別当尊寿院が乗る輿､ 馬上の末寺僧
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図 2-61 馬上の末寺僧

図 2-62
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図 2-63 馬上の御先手足軽頭

図 2-64 馬上の御先手足軽頭



的
に
行
わ
れ
た
可
能
性
や
、
巻
子
装
に
仕
立
て
る
際
、
貼
り
継
ぐ
順
を
誤
っ

た
可
能
性
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

上
巻
に
は
三
か
所
、
当
初
描
か
れ
た
山
車
を
覆
う
よ
う
に
紙
が
貼
ら
れ
、

そ
れ
に
は
の
ち
の
造
り
替
え
ら
れ
た
山
車
が
描
か
れ
て
い
る

(

図
２
‐
12
・

15
・
20)

。
貼
り
紙
は
紙
の
右
端
を
糊
で
貼
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を

め
く
れ
ば
も
と
の
絵
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
貼
り
紙
に
描
か
れ
た
山
車
の

絵
の
ほ
う
が
上
手
く
、
巻
子
を
描
い
た
人
と
は
別
の
、
絵
心
の
あ
る
人
物
の

作
と
思
わ
れ
る
。

山
車
は
二
層
構
造
で
、
前
棚
が
あ
り

(

雷
神
車
は
除
く)

、
車
輪
は
外
輪

式
の
名
古
屋
型
で
描
か
れ
て
い
る
。
山
車
の
上
層
に
か
ら
く
り
人
形
を
置
き
、

そ
れ
よ
り
一
段
低
く
な
っ
た
前
棚
に
は
采
振
り
人
形
を
置
く
。
九
輌
の
う
ち

六
輌
に
唐
破
風
屋
根
が
あ
り
、
黒
漆
塗
り
で
あ
る
。
山
車
全
体
を
飾
る
大
幕

は
、
唐
草
や
亀
甲
、
花
菱
立
涌
な
ど
の
模
様
を
施
し
た
金
襴
を
用
い
て
い
る
。

の
ち
に
造
り
替
え
ら
れ
た
三
輌
は
、
猩
々
緋
で
、
町
名
の
文
字
が
入
っ
た
大

幕
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
こ
の
祭
礼
図
が
、
い
つ
ご
ろ
の
祭
礼
行
列
の
様
子
を
描
い
て
い
る
の

か
、
山
車
の
か
ら
く
り
人
形
や
、
各
町
の
練
り
物
か
ら
推
測
し
て
み
る
。
本

資
料
で
は
上
長
者
町
は
道
成
寺
車
を
出
し

(

図
２
‐
14)

、
伝
馬
町
は
梵
天
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車
と
な
っ
て
い
る

(

図
２
‐
19)

。
ま
た
、
桜
町
の
練
り
物
は

｢

雑
色｣

で
あ
る

(

図
２
‐
31)

。『

張
州
雑
志』

に
よ
る
と
、
上
長

者
町
の
道
成
寺
車
と
伝
馬
町
の
梵
天
車
は
、
享
保
十
七
年

(

一
七
三
二)

に
二
福
神
車
と
林
和
靖
車
に
替
わ
り
、
小
桜
町
は
翌
十
八

年
に
練
り
物
を

｢

雑
色｣

か
ら

｢

素
襖
着｣

に
替
え
る
と
あ
る
。
こ
れ
を
手
掛
か
り
に
す
る
と
、
本
祭
礼
図
で
は
そ
れ
ら
が
造
り
替

え
ら
れ
た
こ
ろ
の
、
一
七
三
〇
年
代
前
半
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
当
時
に
描
か
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
お
そ
ら
く
手
本
と
な
る
よ
う
な
絵
画
が
あ
り
、
そ
れ
を
江
戸
時
代
後
期
に
写
し
た
と
思
わ
れ
る
。
先
に
も
述
べ
た
が
、
本
祭

礼
図
に
は
奥
書
が
な
い
た
め
作
者
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
画
は
稚
拙
で
は
あ
る
が
、
絵
具
の
使
い
方
を
習
得
し
た
人
物
が
描
い

た
と
思
わ
れ
、
金
泥
な
ど
も
多
く
使
用
す
る
な
ど
、
費
用
を
か
け
た
絵
画
で
あ
る
。

祭
礼
図
の
描
写
を
示
す
一
七
三
〇
年
代
前
後
の
祭
礼
行
列
の
沿
革
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
宝
永
四
年

(

一
七
〇
七)

に
山
車
九

輌
が
出
揃
い
、
こ
れ
に
加
え
て
各
町
か
ら
練
り
物
が
繰
り
出
さ
れ
、
行
列
の
規
模
は
壮
大
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。
享
保
九
年
に

倹
約
の
た
め
、
行
列
の
参
列
者
は
半
減
さ
れ
た
が
、
尾
張
藩
主
七
代
徳
川
宗
春

(

一
六
九
六
〜
一
七
六
四)

に
よ
り
旧
来
ど
お
り
に

戻
さ
れ
た
。
元
文
四
年

(

一
七
三
九)

、
宗
春
が
将
軍
徳
川
吉
宗
に
よ
り
蟄
居
さ
せ
ら
れ
る
と
、
行
列
は
再
び
半
減
さ
せ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
尾
張
藩
主
十
代
斉
朝

(

一
七
九
三
〜
一
八
五
〇)

と
い
う
お
祭
り
好
き
な
藩
主
の
主
導
に
よ
り
、
祭
礼
行
列
は
再
び
大
規

模
化
す
る
が
、
一
七
三
〇
年
代
は
そ
れ
に
先
ん
ず
る
一
回
目
の
盛
り
上
が
り
の
時
期
と
い
え
る

(

吉
川
二
〇
一
六)

。
し
た
が
っ
て

こ
の
祭
礼
図
は
、
そ
の
こ
ろ
の
華
や
か
な
行
列
の
様
子
を
好
み
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

三

那
古
野
祭
巻

｢

那
古
野
祭
巻｣

は
、
紙
本
彩
色
で
、
巻
子
装
で
あ
る
。
題
箋
に
は｢

那
古
野
祭
巻｣

と
あ
り
、
寸
法
は
一
九
・
〇
㎝
×
四
四
〇
・
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六
㎝
で
あ
る
。
複
数
の
絵
画
資
料
な
ど
を
ひ
と
つ
の
巻
子
に
ま
と
め
て
仕
立
て
て
い
る
。
内
容
は
、
山
車
九
輌
の
行
列
図

(

①)

、

各
町
の
練
り
物
の
行
列
図

(

②
・
③)

、
高
橋
正
彦
宛
伊
勢
門
水
の
書
状
で
あ
る
。
江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
な
る
と
、
祭
礼
行

列
の
絵
草
紙
が
名
古
屋
の
版
元
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
本
巻
子
に
収
め
ら
れ
た
行
列
図
も
そ
の
こ
ろ
刷
ら
れ
た
物
と
思
わ
れ
る
。

描
写
内
容
は
、
図
３
‐
１
か
ら
図
３
‐
16
の
と
お
り
で
あ
る
。

行
列
図
①
は
、
九
輌
の
山
車
の
刷
り
物
で
あ
る
。
一
見
、
山
車
が
右
か
ら
左
へ
九
輌
並
ん
で
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、

前
半
の
七
間
町
の
橋
弁
慶
車
か
ら
桑
名
町
の
湯
取
神
子
車
の
五
輌
の
下
部
と
、
後
半
の
宮
町
の
唐
子
遊
車
か
ら
本
町
の
猩
々
車
の
上

部
に
紙
の
切
れ
目
が
あ
る
。
そ
の
切
れ
目
は
ぴ
っ
た
り
と
接
合
す
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
も
と
も
と
、
上
下
二
段
に
山
車
を
描
い
て

い
た
刷
り
物
で
あ
り
、
巻
子
に
仕
立
て
る
際
に
横
半
分
に
裁
断
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
も
と
の
刷
り
物
の
大
き
さ
は
、
縦

二
一
・
五
㎝
、
横
三
一
・
五
㎝
で
あ
る
。

本
町
の
山
車
の
後
に

｢

本
町
九
丁
目｣
と
、
ひ
し
形
に

｢

久｣

の
屋
号
紋
が
あ
る
。
こ
の
版
元
は
、
本
町
九
丁
目
に
店
を
構
え
て

い
た
菱
屋
久
兵
衛
で
あ
ろ
う
。
菱
屋
久
兵
衛
は
、『

尾
張
名
所
図
会

前
篇』

を
菱
屋
久
八
郎
と
相
合
で
出
版
し
た
尾
張
書
肆
で
あ

る

(『

名
古
屋
の
出
版』)

。
屋
号
紋
の
下
は
文
字
を
擦
り
消
し
た
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
が
、
判
読
は
困
難
で
あ
る
。

行
列
図
②
は
、
本
町
の

｢

大
母
衣｣

か
ら
両
替
町
の

｢
武
者｣

ま
で
、
二
六
の
練
り
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
練
り
物
の
前
や
上
部

に
は
担
当
す
る
町
名
と
仮
装
の
題
目
が
書
か
れ
て
い
る
。
練
り
物
は
主
な
衣
装
を
着
た
人
物
の
み
を
描
き
、
そ
の
近
く
に｢

十
五
人｣

や

｢

十
一
人｣

と
人
数
が
表
記
さ
れ
、
参
加
し
た
人
全
員
は
表
さ
な
い
。
限
ら
れ
た
紙
面
に
お
さ
め
る
た
め
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

め
た
描
き
方
を
し
て
い
る
。
描
写
内
容
か
ら
、
い
つ
ご
ろ
の
行
列
を
示
し
て
い
る
か
を
み
る
と
、
益
屋
町
の
練
り
物
は

｢

大
峯
入｣

と
あ
る

(

図
３
‐
８)

。
伊
勢
門
水
著

『

名
古
屋
祭』

に
よ
る
と
、
益
屋
町
は
文
化
八
年

(

一
八
一
一)

に

｢

高
野
聖

(

小
聖)｣

か

ら

｢

大
峯
入｣

に
替
え
る
と
あ
る
の
で
こ
の
こ
ろ
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
常
盤
町
の
練
り
物
は
、
宝
暦
六
年
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図 3-1 題箋 ｢那古野祭巻｣

図 3-2 七間町の橋弁慶車､ 伝馬町の林和靖鶴車､ 上畠町の雷車､
長者町の二福神車､ 桑名町の湯取神子車
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図 3-3 宮町の唐子遊車､ 京町の小鍛冶車､ 中市場町の石橋車､ 本町の猩々車

図 3-4 本町の大母衣､ 小桜町の業平東下り､ 福井町・冨田町の小母衣､
長嶋町の頼光山入､ 上御園町の刀差､ 下御園町の刀差､ 伏見町の刀中巻
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図 3-5 淀町の指南車・孔明､ 大和町の唐人､ 茶屋町の唐人､ 伊勢町の参宮､
呉服町の普化僧､ 常盤町の普化僧､ 諸町の鷹狩

図 3-6 小牧町の弓落､ 石町の鹿狩､ 吉田町の刀指､ 小市場町の魚釣､ 嶋田町の関羽
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図 3-7 練屋町の比丘尼､ 上七間町の寿老人・鹿狩､ 上畠町の順礼花荷､
五条町の順礼花荷､ 関鍛冶町の唐人

図 3-8 益屋町の大峯入､ 大津町の刀差､ 瀬戸物町の頼政､ 両替町の武者



232

図 3-9 本町の大母衣､ 小桜町の業平東下り､ 福井町・冨田町の小母衣､
長嶋町の頼光山入､ 上御園町の刀差､ 下御園町の刀差､ 伏見町の刀中巻

図 3-10 淀町の指南車・孔明､ 大和町の唐人､ 茶屋町の唐人､ 伊勢町の参宮子供､
呉服町の普化僧､ 常盤町の頼朝
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図 3-11 諸町の鷹師､ 桶屋町の巻狩､ 西鍛冶町の茸狩､ 小牧町の追狩､
石町の鉄炮持・鹿狩

図 3-12 吉田町の刀差､ 小市場町の川狩､ 嶋田町の関羽､ 練屋町の比丘尼､
上七間町の寿老人・唐子遊､ 五条町の順礼花荷､ 和泉町の順礼花荷
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図 3-13 高橋正彦宛 伊勢門水の書状

図 3-14



235

図 3-15

図 3-16



(

一
七
五
六)

に

｢

普
化
僧｣

か
ら

｢

頼
朝
八
幡
詣｣

に
替
わ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
本
資
料
で
は

｢

普
化
僧｣

の
ま
ま
で
あ
る

(

図

３
‐
５)

。
こ
の
間
に
題
目
が
替
わ
っ
た
と
さ
れ
る
、
嶋
田
町
の

｢

関
羽｣

、
益
屋
町
の

｢

大
峯
入｣

、
両
替
町
の

｢

武
者｣

は
、
旧

来
の
も
の
か
ら
新
し
い
も
の
に
描
き
替
え
ら
れ
て
い
る
。
諸
記
録
で
は
五
〇
年
以
上
前
に
替
わ
っ
た
常
盤
町
の
練
り
物
が
旧
来
の
ま

ま
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。

図
３
‐
８
に
版
元
と
し
て
、
ひ
し
形
に

｢

×｣

の
屋
号
紋
が
あ
る
。
行
列
図
①
と
同
じ
、
菱
屋
久
兵
衛
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た

｢

丸

印
に
上｣

の
屋
号
紋
と

｢

上
総

刑
部

内
藤｣

の
蔵
書
印
が
行
列
図
①
の
冒
頭
に
も
押
さ
れ
て
お
り
、
①
と
②
は
セ
ッ
ト
で
収
集

さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

行
列
図
③
は
、
本
町
の

｢
大
母
衣｣

か
ら
和
泉
町
の

｢

順
礼
花
荷｣

ま
で
、
二
五
の
練
り
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
彩
色
は
非
常
に

鮮
や
か
で
あ
る
。
行
列
図
②
と
比
べ
る
と
、
桶
屋
町
の

｢

巻
狩｣

と
西
鍛
冶
町
の

｢

茸
狩｣

が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
行
列
は
和
泉

町
で
終
わ
っ
て
お
り
、
関
鍛
冶
町
、
益
屋
町
、
大
野
町
、
瀬
戸
物
町
、
両
替
町
の
練
り
物
が
あ
る
は
ず
だ
が
、
本
資
料
で
は
無
い
。

お
そ
ら
く
、
そ
れ
ら
を
描
い
た
五
枚
目
が
欠
け
た
ま
ま
巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
行
列
図
②
と
描
写
は
非
常

に
よ
く
似
て
い
る
が
、
桶
屋
町
と
西
鍛
冶
町
を
追
加
し
た
た
め
か
、
大
幅
に
構
成
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。
行
列
図
②
で
着
目
し
た
常

盤
町
は

｢

頼
朝
八
幡
詣｣

に
改
め
ら
れ
て
い
る

(

図
３
‐
10)

。『

名
古
屋
祭』

に
よ
る
と
、
桶
屋
町
は
元
治
二
年

(

一
八
六
五)

に

｢

富
士
の
巻
狩｣

に
改
正
し
た
と
あ
る
の
で
、
行
列
図
③
は
そ
の
こ
ろ
の
行
列
構
成
を
描
い
て
い
る

(

伊
勢
一
九
一
〇)

。

続
い
て
伊
勢
門
水
の
書
状
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
書
状
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
翻
刻
】

｢
(

封
筒
表)

市
内
和
泉
町

高
橋
正
彦
様

｣
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｢
(

封
筒
裏)

伊
勢
門
水

名
古
屋
市
中
区
末
広
町

電
話
中
局
長
二
〇
七
八
番

｣

拝
呈
、
陳
ハ
先
般
御
咄
し
の
東
照
宮
御
祭
礼
の
古
巻
物
、
過
日
万
喜
様
�
私
方
へ
御
廻
し
相
成
、
拝
見
仕
候
、
至
極
古
躰
な
る
絵
草

紙
ニ
て
面
白
く
拝
見
仕
候
、
就
而
ハ
御
咄
し
に
は
風
呂
先
屏
風
へ
御
仕
込
の
御
意
匠
の
よ
し
、
面
白
き
事
ニ
存
上
候
、

私
の
愚
案
に
は

屏
風
の
絵

む
か
し
の
竹
矢
来
の
趣
向
に
て
、

其
矢
来
の
奥
へ
絵
草
紙
を
張
込
候
て
は
如
何
か
と
存
申
候

細
き
男
竹
ニ
て
一
寸
間
位
の
矢
来
形

或
は
又

屏
風
の
絵

右
両
様

御
参
考
迄
ニ
申
上
候

矢
来
竹

絵
図
張
込

猶
御
預
り
の
別
巻
物
は
万
喜
様
へ
御
返
上
可
申
哉
、
又
は
尊
宅
へ
差
出
ス
へ
き
も
の
哉
、
御
一
報
被
下
度
、
先
ハ
御
伺
ひ
旁
ニ
当
用

迄

八
月
廿
二
日
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門
水

高
橋
様

書
状
を
出
し
た
伊
勢
門
水

(

一
八
五
九
〜
一
九
三
二)

は
、
名
古
屋
出
身
の
和
泉
流
狂
言
師
で
日
本
画
家
で
あ
る
。
本
名
は
水
野

宇
右
衛
門
。
明
治
四
十
三
年

(

一
九
一
〇)

に

『

名
古
屋
祭』

を
執
筆
し
、
名
古
屋
東
照
宮
祭
を
は
じ
め
、
名
古
屋
周
辺
の
祭
り
に

つ
い
て
も
考
察
し
て
い
る
。
宛
先
の
高
橋
正
彦
は
、
明
治
か
ら
昭
和
時
代
前
期
の
実
業
家
で
、｢

高
彦
将
軍｣

と
呼
ば
れ
た
実
業
家
・

高
橋
彦
次
郎
の
長
男
で
あ
る

(『

人
物
興
信
録』

デ
ー
タ
ベ
ー
ス)

。
書
状
は
、
門
水
が
、
東
照
宮
祭
礼
の
古
巻
物
を
風
呂
先
屏
風
に

仕
立
て
た
い
と
い
う
相
談
を
受
け
、
屏
風
の
図
案
を
高
橋
氏
に
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

四

名
古
屋
東
照
宮
祭
礼
行
列
図

｢

名
古
屋
東
照
宮
祭
礼
行
列
図｣

は
多
色
刷
で
、
冊
子
装
で
あ
る(

以
下
、
冊
子
本
と
省
略
す
る)

。
本
資
料
も
、｢

那
古
野
祭
巻｣

の
行
列
図
と
同
じ
よ
う
に
、
江
戸
時
代
後
期
に
販
売
さ
れ
た
刷
り
物
の
ひ
と
つ
と
思
わ
れ
、
冊
子
と
し
て
綴
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一

五
・
三
㎝
×
一
七
・
三
㎝
で
、
六
丁
か
ら
な
る
。
表
紙
に
題
箋
な
ど
は
無
い
。
行
列
の
最
後
に｢

右
五
枚
続
絵

◇
再
板｣

と
あ
る
。

作
成
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
図
４
‐
１
の
上
段
に
駿
河
町
の

｢

曽
我
兄
弟｣

が
描
か
れ
て
い
る
。『

東
照
宮
御
神
事
記』

の
慶

応
元
年
の
記
事
に
よ
る
と
、
駿
河
町
は
慶
応
元
年

(

一
八
六
五)
よ
り
伝
馬
町
か
ら
分
か
れ
て
曽
我
兄
弟
警
固
に
替
わ
る
と
あ
る

(『

新
修
名
古
屋
市
史

資
料
編

民
俗』)

の
で
そ
の
こ
ろ
と
推
測
さ
れ
る
。
描
写
は

｢

那
古
野
祭
巻｣

の
行
列
図
③
と
よ
く
似
て

い
る
。
本
冊
子
本
に
は

｢

曽
我
兄
弟｣

が
追
加
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
行
列
図
③
を
修
正
し
、
発
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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図 4-1 本町の大幌､ 駿河町の曽我兄弟､ 小桜町の業平､ 冨田町の小母衣､ 福井町
の小母衣､ 長嶋町の頼光山入､ 上御園町の刀差､ 中御園町の刀差､ 伏見町の中巻

図 4-2 淀町の指南車・孔明､ 大和町の唐人､ 茶屋町の唐人､ 伊勢町の参宮子供､
呉服町の普化僧､ 常盤町の頼朝
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図 4-3 諸町の鷹師､ 桶屋町の巻狩､ 西鍛冶町の茸狩､ 小牧町の追狩､
石町の鉄炮持・鹿狩

図 4-4 吉田町の刀指､ 小市場町の川狩､ 嶋田町の関羽､ 練屋町の比丘尼､
上七間町の寿老人・唐子遊､ 五条町の順礼花荷､ 和泉町の順礼花荷
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図 4-5 関鍛冶町の唐子､ 益屋町の山伏大峯入､ 大津町の弓鉄炮持､
瀬戸物町の頼政､ 両替町の子供武者､ 幟先

図 4-6



ま
と
め

以
上
、
中
京
大
学
文
学
部
が
所
蔵
す
る
東
照
宮
祭
礼
図
三
点
の
資
料
紹
介
を
し
た
。｢

名
古
屋
東
照
宮
祭
礼
図｣

は
、
江
戸
時
代

後
期
の
製
作
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
行
列
の
描
写
は
一
七
三
〇
年
代
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
祭
礼
行
列
の
最
初
の

華
や
か
な
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
が
好
ま
れ
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
上
巻
の
山
車
に
は
の
ち
に
造
り
替
え
ら
れ
た
山
車
の
絵

が
貼
ら
れ
て
い
る
が
、
中
巻
か
ら
下
巻
の
練
り
物
に
は
、
仮
装
の
題
目
が
替
っ
て
も
改
正
さ
れ
た
こ
と
は
表
さ
れ
て
は
い
な
い
。
祭

礼
行
列
の
な
か
で
も
山
車
に
重
き
を
お
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

｢

那
古
野
祭
巻｣

や

｢

名
古
屋
東
照
宮
祭
礼
行
列
図｣

の
よ
う
な
行
列
図
の
刷
り
物
の
流
行
に
は
、
名
古
屋
の
出
版
業
界
の
発
展

が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
出
版
は
江
戸
、
京
都
、
大
坂
が
中
心
で
、
名
古
屋
の
出
版
は
京
都
な
ど
の
書
林
と
相
合

版
で
行
わ
れ
て
い
た
。
寛
政
六
年

(

一
七
九
四)

に
名
古
屋
の
版
元
は
開
版
直
願
の
運
動
を
開
始
し
、
独
自
で
出
版
で
き
る
よ
う
活

動
し
て
い
っ
た
。
尾
張
藩
主
九
代
宗
睦(

一
七
三
三
〜
一
七
九
九)

の
学
問
振
興
政
策
と
相
ま
っ
て
、
名
古
屋
の
出
版
は
盛
ん
に
な
っ

た

(『

名
古
屋
の
出
版』)

。
東
照
宮
祭
礼
行
列
も
絵
草
紙
と
し
て
多
く
販
売
さ
れ
、
民
衆
も
そ
れ
を
入
手
し
、
行
列
当
日
以
外
の
日

で
も
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
門
水
の
書
状
か
ら
は
、
販
売
さ
れ
た
絵
草
紙
が
明
治
以
降
も
、
屏
風
に
仕
立
て
よ
う
か

と
発
案
す
る
ほ
ど
に
、
名
古
屋
東
照
宮
祭
礼
が
親
し
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

｢

名
古
屋
東
照
宮
祭
礼
図｣

は
、
画
力
は
稚
拙
で
あ
る
も
の
の
、
山
車
の
か
ら
く
り
人
形
の
細
工
や
練
り
物
の
参
加
者
の
持
ち
物

は
詳
細
に
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
図
２
‐
16
・
18
の

｢

小
童｣

は
女
性
の
着
物
を
着
た
男
児
と
い
う
よ
り
も
、
島
田
髷
を
結
い
、
着

物
の
裾
を
擦
る
よ
う
に
歩
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
ま
る
で
菱
川
師
宣
の

｢
見
返
り
美
人
図｣

の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
嶋
田
町
の
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｢

鉢
叩｣

(

図
２
‐
37)

の
衣
装
は
赤
い
着
物
に
緑
色
の
薄
手
の
羽
織
を
着
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
な
ど
、
装
束
の
描
き
方
も
丁
寧

で
あ
る
。
今
後
は
祭
礼
図
の
も
と
と
な
っ
た
の
が
ど
の
よ
う
な
絵
画
資
料
な
の
か
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
参
加
者
の
衣
装
も
分
析

し
た
い
。

最
後
に
、
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
名
古
屋
民
俗
研
究
会
会
員
な
ら
び
に
、
文
学
部
歴
史
文
化
学
科
の
先
生
方
に
多
大
な
ご
意
見

を
賜
り
ま
し
た
。
ご
教
授
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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